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写
真
は
、
２
月
１
日
に
本
宮
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
第
4
4
回

高
木
地
区
一
般
卓
球
大
会
の
ひ
と
コ
マ
。
約
1
0
0
人
が
参
加
し
て
団

体
戦
と
個
人
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
冬
場
の
運

動
不
足
解
消
を
図
り
な
が
ら
、
懇
親
も
深
め
ま
し
た
。（
各
地
区
大
会

の
模
様
は
裏
表
紙
に
掲
載
し
ま
し
た
。
）
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催
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。
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図
り
な
が
ら
、
懇
親
も
深
め
ま
し
た
。（
各
地
区
大
会

の
模
様
は
裏
表
紙
に
掲
載
し
ま
し
た
。
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●
な
ぜ
自
主
的
財
政
健
全
化

　

計
画
が
策
定
さ
れ
た
の
？

　

本
宮
市
に
は
、
公
共
施
設
の
整
備

や
工
業
団
地
の
造
成
事
業
な
ど
に
よ

る
多
額
の
借
入
金
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
こ
の
借

入
金
を
適
正
な
額
ま
で
減
ら
し
、
将

来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
財
政
運
営

が
で
き
る
よ
う
に
、
平
成
20
年
３
月

に
「
本
宮
市
自
主
的
財
政
健
全
化
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

●
計
画
を
策
定
し
て
か
ら

　

状
況
は
変
わ
っ
た
の
？

　

市
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
財

政
健
全
化
の
た
め
の
様
々
な
施
策
を

行
っ
て
お
り
、
借
入
金
の
額
が
徐
々

に
減
る
な
ど
、
本
宮
市
の
財
政
状
況

は
少
し
ず
つ
良
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。 本

宮
市
自
主
的
財
政
健
全
化
計
画

第
１
次
改
訂
版
を
策
定

●
ど
う
し
て
計
画
の
見
直
し

　

が
必
要
な
の
？

　

計
画
策
定
後
、
阿
武
隈
川
本
築
堤

事
業
の
開
始
、
公
立
学
校
等
施
設
耐

震
化
事
業
の
拡
充
な
ど
新
た
な
財
政

需
要
が
発
生
し
、
そ
れ
ら
の
事
業
を

含
め
た
計
画
の
見
直
し
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
基
本
的
な
方
向
性
は
変
え

ず
に
、
内
容
の
一
部
を
改
訂
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
改
訂
に
あ
た
っ
て

は
、
本
宮
市
と
し
て
の
初
め
て
の
19

年
度
決
算
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
や
、
社
会
経
済
状
況
の
変
化
を

勘
案
し
た
中
で
、
財
政
収
支
の
見
直

し
を
行
い
、「
本
宮
市
自
主
的
財
政

健
全
化
計
画　

第
１
次
改
訂
版
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

政
策
推
進
課　

政
策
推
進
係

　
　
　
　
（
☎
内
線
２
２
４
）

健全化計画における３つの重点目標

重点目標１…住民サービスの維持向上と産業の振興を図ります。
重点目標２…借入金を適正な額まで早期に減らしていきます。
重点目標３…「基本計画事業※」などを計画的に実施します。
　　　　　　　　　　※合併協議の中で、最優先に取り組む事業に位置づけされた事業

市道堀切・赤坂線改良事業

菅田橋橋梁整備事業

完成間近の岩根小学校増築工事

本宮市自主的財政健全化計画の見直しを行いました

財政の健全化に向けて
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■
借
入
金
残
高
の
推
移

　　

本
宮
市
の
借
入
金
は
平
成
20
年
度
末
に
３
３
８
億

円
と
な
る
見
込
み
で
す
が
、
新
し
い
借
入
を
で
き
る

だ
け
抑
え
、
平
成
32
年
度
末
ま
で
に
は
、
約
１
５
０

億
円
ま
で
減
ら
し
て
い
き
ま
す
。

■
財
政
健
全
化
法
に
よ
る
４
つ
の
指
標
の
見
通
し

　
　
　
　

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
で

は
、
財
政
の
健
全
度
を
判
断
す
る
４
つ
の
指
標
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
決
算
に
よ
り
算
出
し
た
と
こ
ろ
、

本
宮
市
は
４
つ
の
指
標
と
も
基
準
値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、

実
質
公
債
費
比
率
※
は
現
在
高
め
の
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
徐
々

に
比
率
が
下
が
り
、
平
成
25
年
度
に
は
適
正
値
（
18
・
０
％

未
満
）
に
な
る
見
込
み
で
す
。

■
実
施
を
予
定
し
て
い
る
主
な
事
業

　　

合
併
協
議
の
中
で
基
本
計
画
事
業
や
構
想
事
業
と
な
っ

て
い
る
事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
を
行
い
な
が
ら

計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。
健
全
化
計
画
の
中
で
実
施
を
予

定
し
て
い
る
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《実質公債費比率の推移》

※実質公債費比率：市の財政運営に影響するすべての会計の借入金の返済
に充てた経費がどれくらいあるかを表します。

分　　　野 事　　　　業　　　　名

道路・橋梁、河川関係

◦市道堀切・赤坂線改良事業（名郷橋架け替え）
◦「安達太良ドリームライン」整備事業
◦橋梁整備事業（菅田橋）
◦都市再生整備事業（まちづくり交付金事業）
◦生活道路整備事業
◦【新規】阿武隈川本築堤関連まちづくり交付金事業
◦【新規】道路台帳統合事業

農 業 関 係
◦農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業（福舞里プラン）
◦経営体育成基盤整備事業（長屋地区土地改良）
◦【新規】老朽ため池整備事業（岩根大池）

教 育 施 設 関 係
◦本宮小学校改築・大規模改造事業
◦岩根小学校増築・耐震補強事業
◦公立学校等施設修繕事業
◦公立学校等施設耐震化事業（耐震診断・耐震補強工事）

公 共 施 設 関 係 ◦複合施設整備事業
◦白沢総合支所建設事業

消 防 施 設 事 業
◦防災行政無線のデジタル化事業
◦消防ポンプ車整備事業
◦消防屯所建設事業

子 育 て 支 援 事 業 ◦小学生医療費助成事業（個人負担分無料化）

20 23 26 29 32

19.8%
21.5%

16.5%

11.3%

8.9%
5.0%

15.0%

25.0%

20.0%

10.0%

(年度)

実質公債費比率

起債制限団体ライン

起債許可団体ライン

18.0%

■
財
政
調
整
基
金
の
残
高
に
つ
い
て

　　

平
成
20
年
度
決
算
後
の
財
政
調
整
基
金
（
一
般
家

庭
で
い
う
普
通
預
金
）
の
残
高
は
、
平
成
20
年
３
月

に
策
定
し
た
前
計
画
で
は
８
億
円
と
見
込
み
ま
し
た

が
、
改
訂
版
で
は
14
億
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

《地方債・債務負担行為残高の推移（全会計合計）》
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工業用地造成事業特別会計 水道事業会計
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異
動
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
！

手
続
き
は
お
早
め
に

　

３
月
、
４
月
は
、
就
職
や
進
学
、
転
勤
な
ど

で
住
所
を
移
転
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

住
所
や
世
帯
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
市
役
所
市
民
課
ま
た
は
白
沢
総
合
支
所
、

白
岩
出
張
所
の
最
寄
り
の
窓
口
へ
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※転入・転出・転居などの届出の際、届出者の本人確認が必要になります
ので、運転免許証やパスポートなど、顔写真付きの証明書をお持ちくだ
さい。

◆問い合わせ先
　本宮市役所　市民課　市民窓口係　　　　☎33－1111
　白沢総合支所　市民福祉課　市民窓口係　☎44－2111
　白岩出張所　　　　　　　　　　　　　　☎44－2211

住民異動の主な届出一覧表

届 出 の 種 類 届 出 期 間 持 参 す る も の

転　　入
（市内へ来られたとき）

転入した日から
14日以内

◦転出証明書
◦印鑑
◦国民健康保険証
◦後期高齢者医療被保険者証　など

転　　出
（市外へ出られるとき）

転出する前

◦印鑑登録証
◦国民健康保険証
◦後期高齢者医療被保険者証
◦住民基本台帳カード　など

転　　居
（市内での異動のとき）

転居してから
14日以内

◦国民健康保険証
◦後期高齢者医療被保険者証　など

世帯主変更届
（世帯主を変えたいとき）

変更があった日から
14日以内 ◦国民健康保険証　など

愛犬の異動届も忘れずに!!
　転勤などで住所が変わったときは、飼い犬の届け出も必要です。また、飼い犬が死亡したとき
やいなくなったときは、必ずご連絡をお願いします。

◆問い合わせ先
　本宮市役所　　生活安全課　環境保全係　　☎33－1111（内線114）
　白沢総合支所　市民福祉課　生活環境係　　☎44－2111（内線522）
　県北保健所　　　　　　　　　　　　　　　☎024－534－4305

届 出 の 種 類 提 出 書 類 金　　　額 受　　付　　場　　所

犬を飼ったとき 犬の登録申請書 3,000円

本宮市役所　　生活安全課　環境保全係

白沢総合支所　市民福祉課　生活環境係

犬が転入したとき
犬の登録事項
変更届出書

無料（鑑札有）
3,000円（鑑札無）

犬が市内転居したとき 無料

飼主を変更したとき 無料

犬が死亡したとき 犬の死亡届出書
（電話連絡可） 無料

　市内一斉美化運動は、ごみのない快適な環境づくりを目的として、各町内会・行政区を中
心に住宅周辺、公園、道路などの清掃活動にご協力をお願いしています。
　なお、回収物は、資源物・焼却物・埋立物などに分別して、指定収集日に各地区のごみス
テーションに出すよう、ご協力をお願いします。（回収物は当日回収しません。）
　小雨決行、荒天の場合は翌週４月５日（日）に延期となります。延期の場合は、防災行政無
線によりお知らせいたします。

◆お問い合わせ先　生活安全課　環境保全係（☎内線114）

春の市内一斉美化運動　 ３月29日（日）午前６時～
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狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

　
　
　
　

予
防
注
射
は
飼
い
主
の
義
務
で
す

　

生
後
３
か
月
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
犬
の
登
録
と
、
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の

で
、
都
合
の
良
い
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

■
次
の
場
合
は
予
防
注
射
を
受
け
る
前
に
、
獣

医
師
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◦
犬
が
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

と
き

　

◦
予
防
注
射
で
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
副
作
用
を

起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
（
発
疹
・
じ

ん
ま
し
ん
・
け
い
れ
ん
・
よ
だ
れ
な
ど
も

含
む
）

　

◦
妊
娠
初
期
ま
た
は
妊
娠
末
期
の
と
き

　

◦
１
か
月
以
内
に
他
の
予
防
注
射
を
受
け
て

い
る
と
き

■
新
た
に
犬
を
飼
っ
た
場
合
の
新
規
登
録
も
併

せ
て
行
え
ま
す
。

■
犬
の
死
亡
や
、
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
場
合
に

も
届
出
が
必
要
で
す
。

　

▼
料　

金

　
　

注
射
代　
　
　

３
、
１
０
０
円

　
　
　

【内訳】　

注
射
料
金　
　
２
、
５
５
０
円

　
　
　
　
　

注
射
済
票
代　　
　

５
５
０
円

　
　

新
規
登
録　
　

３
、
０
０
０
円

平成21年度狂犬病予防注射日程表

※今年度より一部会場の時間および場所が変更に
なっています。

◆問い合わせ先
　本宮市役所　生活安全課　環境保全係
　　☎33－1111（内線114）
　白沢総合支所　市民福祉課　生活環境係
　　☎44－2111（内線522）

狂犬病って、どんな病気？

●感染するとどうなるの？
　かまれた傷口から唾液中に含まれる狂犬病ウイルスが
体内に侵入し感染します。
　潜伏期間は、１か月から２か月といわれ、最初は、２
日から10日間、風邪に似た症状がみられます。
　その後、かまれた場所の痛み、知覚異常やけいれんが
起こります。そして恐水症、恐風症、高熱、麻痺、運動
失調、全身けいれんが起こります。
　こうした症状が現れた２日から７日後に昏睡状態に陥
り、やがて呼吸困難により死に至ります。

●もし、犬にかまれたら？
　狂犬病ウイルスを持っている動物にかまれたあと、す
ぐに傷口を消毒し、急いでワクチンを接種することで、
発症を防ぐことが可能です。犬にかまれた時は必ず病院
に行ってください。
　また、県北保健所食品衛生チーム（☎024－534－4305）、
本宮市役所生活安全課（☎33－1111）または白沢総合支
所市民福祉課（☎44－2111）に連絡してください。

●100％死亡する恐ろしい病気です
　狂犬病は、発症すると、動物でも人でも100％
死亡するといわれています。
　昭和31年までは、日本の犬にもこの病気が流
行しており、狂犬病に感染した犬にかまれて死
亡した人が大勢いました。昭和32年以降は、国
内の発生はありませんが、世界各地では毎年約
５万人の人と、10数万頭以上の動物が狂犬病で
死亡しています。

●未然に防ぐ方法は？
　唯一の予防法が、狂犬病の予防接種をして発
病を未然に防ぐことだけです。
　諸外国との交流が盛んな現在、いつ狂犬病が
日本に侵入するか予断を許さない状況にありま
す。世界的に見て、犬が感染源になるケースが
圧倒的に多く、毎年１回、飼い犬に狂犬病の予
防接種を受けておくことが、この恐ろしい病気
を未然に防ぐ唯一の方法です。

期　日 時　　間 場　　　　所

４月14日
（火）

８：40～９：05 青田農構センター
９：15～９：30 下樋梅原集会所
９：40～10：00 岩根地区公民館
10：10～10：20 上関下集会所
10：30～10：50 荒井地区公民館
11：00～11：15 五百川テニスコート

４月15日
（水）

８：45～９：05 仁井田地区公民館
９：15～９：30 防災センター
９：40～９：50 本宮10区集会所
10：00～10：20 もとみや台（みどりの家）
10：30～10：50 高木地区公民館

４月16日
（木）

８：45～９：25 糠沢分館
９：35～10：00 和田分館
10：10～10：30 長屋分館
10：40～11：00 稲沢分館

４月17日
（金）

８：45～９：10 白沢総合支所
９：20～９：50 白岩出張所
10：00～10：15 松沢分館

４月19日
（日）

８：10～９：20 本宮市役所
９：30～10：30 本宮市中央公民館
10：40～11：00 老人憩いの家
11：10～11：50 白沢総合支所
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▲白沢総合支所の外観イメージ
　明るく開放的な空間でご利用いただけます

～機能的で明るいコミュニティー施設～
白沢総合支所新庁舎建設始まる

　

白
岩
字
堤
崎
地
内
で
白
沢
総
合
支
所
の

建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
は
、
現
庁
舎
の
老
朽
化
に
伴
い

建
設
さ
れ
る
も
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
機
能
的
で
安

全
な
施
設
を
基
本
に
、
気
軽
に
庁
舎
に
出

入
り
で
き
る
間
取
り
と
構
造
に
配
慮
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
行
政
機
能
の
ほ
か
市
民
ホ
ー
ル
、

ラ
ウ
ン
ジ
や
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
広
く
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。
新
庁
舎

は
、
今
年
の
10
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

白
沢
総
合
支
所　

地
域
振
興
課

　
　

☎
４
４―

２
１
１
１

堂々の優勝！　長井彩香選手
～勿来の関マラソン～

白沢総合支所　　　　　　
　　日直廃止のお知らせ

　今年４月から、白沢総合支所の日直業務を廃止します。
　廃止するのは、土曜日、日曜日と祝日の午前８時
30分から午後５時15分までとなります。
　白沢総合支所の日直廃止に伴う職員不在時の対応
は、次のとおりとなりますので、皆さまのご理解とご
協力をお願いします。

■電話対応について
　平日の夜間、土日と祝日の電話は、本庁に転送され
ます。
■戸籍の届出について
　本庁で受付しますのでご了承ください。
■庁舎への入室について
　原則として入室できません。

　　　　　　　　　　◆問い合わせ先
　　　　　　　　　　　白沢総合支所　地域振興課
　　　　　　　　　　　☎44－2111

　２月11日にいわき市で開催された「第52回勿来の関マ
ラソン」で長井彩香さん（本宮二中２年）は、女子中学生
の部で堂々優勝を飾りました。長井選手は昨年12月の「あ
づま荒川クロスカントリー大会」で優勝、今年１月に行わ
れた「全国都道府県対抗女子駅伝」では本県代表で出場す
るなど活躍。今回の勿来の関マラソンでは、最後まで高校
生とトップ争いを演じました。
　長井さんは「最後に高校生に抜かれたのが悔しい。次の
大会では頑張りたい」
と話し、今後の活躍
を誓いました。

　

２
月
18
日
に
本
宮
市
役
所
に
お
い
て
、
市

と
豊
里
運
輸
㈱
（
本
社
：
宮
城
県
登
米
市　

石
川
昌
信
社
長
）
は
、
企
業
立
地
に
関
す
る

基
本
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

計
画
で
は
、
本
宮
北
工
業
団
地
（
本
宮
字

下
台
地
内
）
に
営
業
所
及
び
駐
車
場
を
確
保

し
、
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
を
行
う
予

定
で
す
。

　

市
長
は
、「
企
業
立
地
に
向
け
て
支
援
し

て
い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
労
政
課　

企
業
誘
致
係

　
　
　
（
☎
内
線
１
５
０
）

▲佐藤市長と握手を交わす鈴木常務。その隣は、菅野経
理課長と高橋福島営業所長が同席した。

豊
里
運
輸
㈱
と

　

企
業
立
地
に
関
す
る

　
　
　
　

基
本
協
定
を
締
結

【写真】女子中学生の部
優勝の長井さん（中央）、
女子高校生の部で３位の
楠絵美里さん（左、郡山
東高２年）と男子中学生
の部５位入賞の村上秀さ
ん（右、白沢中２年）。
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広報もとみや　平成21年3月

　

先
日
、
福
島
県
教
育
委
員
会

の
委
員
を
さ
れ
て
い
る
境
野
米

子
先
生
と
お
会
い
す
る
機
会
が

あ
り
、
短
い
時
間
で
し
た
が
、

お
話
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
境
野
先
生
は
福
島
市
在
住

で
、「
暮
ら
し
研
究
工
房
」
を

主
宰
し
、
食
と
健
康
に
関
す
る

自
ら
の
実
践
を
も
と
に
、
全
国

各
地
で
の
ご
講
演
や
多
数
の
著

書
が
あ
り
、
生
活
評
論
家
と
し

て
も
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

境
野
先
生
の
お
住
ま
い
は
、

築
１
５
０
年
と
い
う
古
民
家
で

す
。
自
然
に
包
ま
れ
た
環
境
の

中
で
土
に
根
ざ
し
た
暮
ら
し
を

通
し
、
食
と
健
康
に
つ
い
て
の

研
究
を
続
け
ら
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

広
報
も
と
み
や
２
月
号
で
述

べ
ま
し
た
よ
う
に
、
当
面
の
重

点
課
題
の
１
つ
と
し
て
「
健
康

づ
く
り
」
を
掲
げ
て
い
る
私
に

「
未
来
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
⑻

本
宮
市
長　

佐
藤
嘉
重

と
り
ま
し
て
、
境
野
先
生
の
お

話
は
大
変
興
味
深
く
、
感
銘
を

受
け
る
も
の
で
し
た
。

　

健
康
づ
く
り
は
、「
運
動
」・

「
医
療
」・「
食
」・「
生
き
が
い
」

な
ど
、
関
係
す
る
分
野
は
多
岐

に
わ
た
り
、
ま
た
、
取
り
組
み

の
成
果
が
現
わ
れ
る
ま
で
に

は
、
長
い
時
間
を
要
し
ま
す
の

で
、
日
々
の
積
み
重
ね
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
21
年
度
を

「
健
康
元
年
」
と
位
置
づ
け
、

本
市
と
し
て
の
新
た
な
健
康
づ

く
り
事
業
の
ス
タ
ー
ト
の
年
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

年
は
ま
ず
、
い
く
つ
か
の
テ
ー

マ
を
設
け
て
検
討
を
行
い
、
健

康
に
関
す
る
話
題
づ
く
り
の
た

め
の
情
報
提
供
を
進
め
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
共
に
考
え
、
共
に

行
動
で
き
る
協
働
の
環
境
を
整

え
な
が
ら
、
皆
さ
ん
が
充
実
し

た
人
生
を
送
れ
る
よ
う
、
心
と

体
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

ご
存
じ
で
す
か
？

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

急
速
な
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
介
護
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
を
総
合
的
・
包
括
的
に
支
援
す
る

機
関
と
し
て
、
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
介
護
保

険
法
の
改
正
に
伴
い
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
仕
事
の
内
容
は
、

①　

高
齢
者
の
総
合
相
談
（
高
齢
者
の
方
や
家
族
・

地
域
住
民
か
ら
の
介
護
・
福
祉
に
か
か
わ
る
総

合
相
談
・
支
援
を
行
い
ま
す
。）

②　

権
利
擁
護
業
務
（
高
齢
者
の
人
権
や
財
産
を

守
る
た
め
成
年
後
見
制
度
の
相
談
や
、
虐
待
の

早
期
発
見
・
防
止
を
進
め
て
い
き
ま
す
。）

③　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
計
画
作
成
等

（
要
支
援
認
定
者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
等
の
関

わ
り
）

④　

地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
へ
の
支
援

（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ

の
研
修
開
催
や
、
困
難
事
例
に
対
す
る
助
言
を

行
い
ま
す
。）

　

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
や
そ
の
家
族
、
地
域
住
民

の
方
な
ど
か
ら
様
々
な
相
談
を
受
け
て
ど
の
よ
う

な
支
援
が
必
要
か
を

把
握
し
、
支
援
を
し

て
い
き
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
内
線
１
１
６
）

資料：本宮市における高齢者の状況

旧本宮町・旧白沢村の合計 本　宮　市

平成12年12月
（介護保険開始年） 平成20年12月

人 　 　 口 31,601人 31,818人

65歳以上の高齢者数 6,127人 7,057人

高 齢 化 率 19.4％ 22.2％

65歳以上の介護保険
認 定 者 数 444人 903人
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提
案
箱
の
声

　本宮市では、市政に対する皆さんのご意
見、ご要望やご提案を伺うために各施設に
提案箱を設置しています。また、市ホーム
ページのアンケート、電子メールなどでも
受け付けています。
　これまでに皆さんからお寄せいただいた
ご意見、ご提案などを皆さまからの「声」
としてお知らせします。なお、紙面の都合
上要約した内容となっていますのでご了承
ください。

納
期
は
市
民
生
活
に

配
慮
を

　

合
併
後
、
本
宮
地
区
で
は

軽
自
動
車
税
の
納
期
が
早

ま
っ
た
が
、
納
期
は
市
民
生
活
に

配
慮
が
必
要
で
は
。

（
20
年
５
月　

市
役
所
提
案
箱
）

　

軽
自
動
車
税
の
納
期
は
、

地
方
税
法
で
「
特
別
の
事
情

が
あ
る
場
合
を
除
き
４
月
と

し
条
例
で
定
め
る
」
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
の
本
宮
市
の
納
期
は
、
合

併
協
議
で
統
一
さ
れ
た
も
の
で
、

以
前
の
納
期
は
本
宮
町
が
５
月
、

白
沢
村
は
４
月
で
し
た
。

　

４
月
と
し
た
の
は
、
各
税
目
間

で
納
期
が
重
複
し
な
い
よ
う
、
原

則
、
全
税
目
を
法
定
納
期
に
あ
わ

せ
る
こ
と
で
統
一
し
た
も
の
な
の

で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

ト
ロ
ロ
ロ
ッ
ク
を
開
催

し
て
ほ
し
い

　
「
ト
ロ
ロ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
な

い
の
は
、
市
の
財
政
が
理
由
だ
と

聞
き
ま
し
た
が
、
チ
ケ
ッ
ト
を
高

く
し
て
も
よ
い
の
で
、
平
成
21
年

は
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

（
20
年
７
月　

市
役
所
提
案
箱
）

　

し
ら
さ
わ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

野
球
場
で
開
催
し
て
い
た

「
ト
ロ
ロ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
イ

バ
ル
」
は
、
平
成
17
年
度
と
18
年

度
の
２
年
間
は
旧
白
沢
村
観
光
協

会
が
主
催
し
開
催
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
は
、
テ
レ
ビ
局
が

主
催
し
、
市
は
会
場
を
提
供
す
る

形
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
20

年
度
は
、
テ
レ
ビ
局
が
別
の
音
楽

企
画
を
始
め
る
た
め
ト
ロ
ロ
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
を
見

送
っ
た
も
の
で
す
の
で
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

農
家
に
支
援
を

　

農
家
に
支
援
金
を
。
農
地

が
少
な
い
と
、
つ
く
る
度
に

赤
字
す
れ
す
れ
で
す
。

（
20
年
７
月　

市
役
所
提
案
箱
）

　

近
年
、
米
価
が
急
落
し
、

反
面
農
業
機
械
を
始
め
肥
料

や
資
材
が
値
上
が
り
し
、
原

油
価
格
高
騰
も
加
わ
り
、
中
小
規

模
の
農
家
が
個
人
経
営
で
採
算
の

と
れ
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
従
事
者
の
ほ
と
ん

ど
が
65
歳
以
上
で
あ
り
、
採
算
の

と
れ
な
い
農
業
に
は
新
た
な
後
継

者
が
い
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
方
法
と

し
て
、
地
域
で
協
力
し
て
農
業
を

経
営
す
る
「
集
落
営
農
」
方
式
が

有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
集
落
営
農
」
は
、
機
械
の
共

有
や
、
作
業
の
受
託
、
農
地
の
受

託
が
可
能
で
、
個
人
で
継
続
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
に
、
有
効
な
方

式
と
し
て
国
・
県
が
推
奨
し
て
い

ま
す
。
荒
井
地
区
で
は
「
荒
井
の

農
地
を
守
ろ
う
会
」
が
19
年
９
月

に
設
立
さ
れ
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
農
業
の
振

興
や
地
域
の
活
性
化
に
効
果
が
あ

る
事
業
を
計
画
し
実
施
す
る
農
業

関
係
者
の
団
体
な
ど
を
対
象
に
、

「
農
業
振
興
事
業
支
援
交
付
金
」

を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
収
入

を
補
て
ん
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
新
た
な
収
入
源
を
開
発

す
る
場
合
な
ど
に
有
効
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

中
央
公
民
館
の
冷
房
が

き
つ
す
ぎ

　

中
央
公
民
館
の
冷
房
が
き

つ
す
ぎ
ま
す
。
設
定
温
度
を

も
っ
と
高
め
に
し
て
く
だ
さ
い
。

反
エ
コ
で
す
。
健
康
に
も
よ
く
な

い
で
す
。

（
20
年
８
月　

市
役
所
提
案
箱
）

　

公
民
館
は
市
民
の
皆
さ
ん

方
の
身
近
な
学
習
の
場
、
交

流
の
場
と
し
て
多
く
の
方
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
主

催
事
業
や
団
体
の
活
動
の
場
、
読

書
、
休
憩
な
ど
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
目
的
を

持
っ
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
、
夏
期
の
前
、
中
期
と

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
し
た
の

で
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
快
適
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
冷
房
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
個
人
差
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
室
温
28
度
の
適
温
冷
房
に
心

が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

矢
来
地
内
の

通
路
を
広
げ
て

　

本
宮
字
矢
来
地
内
の
Ｊ
Ｒ

線
架
橋
下
の
通
路
が
狭
く
危

険
で
す
。
可
能
な
限
り
通
路
を
拡

幅
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

（
20
年
12
月　

市
役
所
提
案
箱
）

　

利
用
者
の
安
全
確
保
の
た

め
、
ガ
ー
ド
自
体
を
拡
幅
す

る
方
法
や
歩
行
者
専
用
通
路

を
新
設
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
の
方
法
も
電
車
を
運

行
さ
せ
な
が
ら
の
工
事
と
な
り
ま

す
の
で
、
大
規
模
な
工
事
と
な
る

た
め
多
額
の
費
用
を
要
す
る
も
の

と
な
り
ま
す
。

　

国
道
４
号
線
か
ら
旧
町
内
へ
の

東
西
方
向
を
連
携
す
る
道
路
に
つ

き
ま
し
て
は
、
い
ず
れ
も
幅
員
が

狭
い
た
め
、
現
在
、
本
宮
駅
南
側

市
道
の
拡
幅
整
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

市から 声

声市から

市から

声市から

声

声

市から

皆さんの声
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保
育
所
な
ど
の

保
育
時
間
延
長
を

　

私
は
夫
婦
共
働
き
で
す
。

ど
の
保
育
所
・
幼
稚
園
で
も

夕
方
６
時
30
分
く
ら
い
ま
で
み
て

も
ら
え
る
と
助
か
り
ま
す
。

（
平
成
20
年
４
月
電
子
メ
ー
ル
）

　

保
育
所
の
延
長
保
育
は
、

第
１
・
第
３
・
第
４
・
白
沢

保
育
所
で
午
後
７
時
ま
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
の
預
か

り
保
育
は
、
五
百
川
幼
稚
園
が
保

育
終
了
後
１
時
間
、
岩
根
幼
稚
園

が
午
後
６
時
ま
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、白
沢
地
区
の
各
幼
稚
園

は
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
合
同
で

午
後
７
時
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
か
ら
は
、
全

て
の
市
立
保
育
所
、
市
立

幼
稚
園
で
最
長
午
後
７
時

ま
で
、
ご
希
望
に
よ
り
お

預
か
り
い
た
し
ま
す
。

危
な
い
、
み
ず
い
ろ

公
園
の
ゴ
ル
フ
練
習

　

み
ず
い
ろ
公
園
で
ゴ
ル
フ

の
練
習
を
す
る
人
が
い
ま

す
。
大
変
危
険
な
の
で
対
応
し
て

く
だ
さ
い
。

（
平
成
20
年
７
月
電
子
メ
ー
ル
）

　

み
ず
い
ろ
公
園
の
ゴ
ル
フ

利
用
は
、
他
の
利
用
者
に
迷

惑
や
危
険
が
お
よ
ぶ
こ
と
か

ら
禁
止
と
し
、
看
板
を
設
置
し
て

い
ま
し
た
が
、
心
な
い
利
用
者
に

よ
り
ゴ
ル
フ
練
習
が
後
を
絶
た
な

い
た
め
、
早
朝
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ

り
注
意
・
警
告
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

今
後
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を

図
り
、
安
全
で
安
心
し
て
利
用
で

き
る
公
園
の
管
理
に
努
め
ま
す
。

路
線
バ
ス
復
活
を

　

巡
回
バ
ス
な
ど
は
な
く

し
、
従
来
、
福
島
交
通
が
運

行
し
て
い
た
形
態
に
も
ど
す
べ
き
。

（
平
成
20
年
９
月
電
子
メ
ー
ル
）

　

従
来
の
路
線
バ
ス
運
行

は
、
高
額
な
運
行
補
助
を
出

し
な
が
ら
運
行
し
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
の
交
通
体
系
と
す
る

こ
と
で
経
費
節
減
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。

　

今
後
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
利
用

し
や
す
い
新
交
通
シ
ス
テ
ム
を
来

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
概

要
は
、
広
報
も
と
み
や
２

月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

歴
史
民
俗
資
料
館
を

休
日
開
館
し
て
ほ
し
い

　

文
化
財
に
詳
し
い
人
が
い

な
く
て
も
、
休
日
に
展
示
を

見
て
み
た
い
。

（
平
成
20
年
７
月
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

ア
ン
ケ
ー
ト
）

　

現
在
、
歴
史
民
俗
資
料
館

は
、
休
日
は
閉
館
と
な
っ
て

い
ま
す
。
休
日
に
見
学
し
た

い
方
は
、
事
前
に
ご
予
約
い
た
だ

け
れ
ば
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
、
行
事
な
ど
の
都
合
に

よ
り
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合

は
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

　

企
画
展
開
催
期
間
中

は
、
土
・
日
開
館
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に

参
加
し
て

　

も
と
み
や
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
は
、
高
齢
者
の
参
加
を

歓
迎
し
て
い
な
い
と
感
じ
た
。

（
平
成
20
年
７
月
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

ア
ン
ケ
ー
ト
）

　

今
大
会
は
、
予
想
人
数
よ

り
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、

部
門
数
や
入
賞
枠
が
参
加
者

市から 声

声市から

声市から

声市から声市から

電
子
メ
ー
ル
の
声

に
対
し
て
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
次
回
の
大
会
は
、
多
く

の
参
加
ラ
ン
ナ
ー
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
大
会
と
な
る
よ
う
運
営
面
で

改
善
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　市では、皆さんからのご意見やご提案など、提
案箱・電子メールなどにより受け付けています。
皆さんの貴重な「声」をお寄せください。

◆問い合わせ先
　　秘書広報課　広報広聴係
　　　（☎内線220）
　　電子メール：kouhou@city.motomiya.lg.jp

もっと住みやすい街に…

～ Opinion and Demand ～

皆さんの声

改善します

改善します

改善します
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　塩田さんは、茶道、華道のほかボラン
ティアの朗読グループにも所属。目の不自
由な方に文学書などの朗読テープを作成し
ているという。
　普段は勤めているので、休日は「家事に
追われる」と笑いながら話していました。
　塩田さんは「本宮に近代遺産があれば観
光化できないかと思います。名倉山も市民
の憩いの場にいかがでしょうか」と貴重な
ご意見をいただきました。

　

こ
の
大
口
の
元
は
、
昨
年
暮
れ
に

知
り
合
い
か
ら
聞
い
た
、
郡
山
の
農

業
サ
ー
ク
ル
で
す
。
即
、
参
加
を
申

し
込
み
ま
し
た
。
ま
だ
、
正
式
に
は

入
会
し
て
い
な
い
の
で
す
が
、
も
う

私
は
農
業
従
事
者
の
つ
も
り
で
す
。

気
が
早
い
っ
て
？
い
い
え
、
思
い
込

み
は
大
切
で
す
。
そ
の
気
に
な
る
こ

と
が
、
扉
を
開
く
鍵
。
勘
違
い
で
も
、

ノ
ー
テ
ン
キ
で
も
良
い
。
そ
の
気
に

な
っ
て
、
こ
の
春
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。
会
社
員
生
活
を
卒
業
し
た

あ
か
つ
き
に
は
、「
私
、
野
菜
を
作
っ

て
い
ま
す
。」
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る

よ
う
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
農

耕
民
族
の
末
裔
で
す
か
ら
、
私
に
も

で
き
ま
す
よ
ね
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
だ
っ
て

刷
り
込
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

目
指
せ
農
業
！
と
は
言
え
、
お
百

姓
さ
ん
が
持
つ
百
種
類
以
上
も
の
農

法
を
身
に
付
け
る
こ
と
な
ん
て
無
理

と
い
う
も
の
。
ま
ず
は
さ
さ
や
か
に

三
～
四
姓
ぐ
ら
い
か
ら
始
め
て
、
一

つ
ず
つ
増
や
し
て
い
け
た
ら
う
れ
し

い
で
す
ね
。
皆
さ
ん
、
見
る
に
見
か

ね
た
ら
、
ぜ
ひ
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
宮
に
は
誰
で
も
指

導
が
受
け
ら
れ
る
〝
ゆ
る
～
い
農
業

サ
ー
ク
ル
〟
っ
て
、
あ
る
ん
で
す
か
？

◇　

◇　

◇

　

来
月
は
、
渡
辺
静
子
さ
ん
（
長
屋

字
坊
ノ
内
）
の
予
定
で
す
。

「極楽トンボ、
　第二の人生へ」

　

夢
の
晴
耕
雨
読
生
活
！
長
年

憧
れ
て
い
た
生
活
を
、
あ
と
数
年

も
す
る
と
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
で

汗
水
流
し
て
作
っ
た
野
菜
で
、
自

給
自
足
の
生
活
を
す
る
!!

　
「
私
、
農
業
を
始
め
ま
す
」
今

年
の
隣
組
の
新
年
会
で
、
つ
い
広

言
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
、
農

業
は
ド
素
人
。
で
も
夢
の
生
活
で

す
か
ら
、
や
る
気
は
満
々
で
す
。

私の随想録

塩田 尚子さん
NAOKO SHIOTA

（本宮字塩田入）

今月の人

ろのひひろばばここどどもも
「グッピー・スイミーコース」
登録者数：アクアコース 140人
活 動 日：毎週土曜日　AM10：00、11：00
場　　所：市民プール
連 絡 先：もとみやスポーツネットワーク
　　　　　（事務局：生涯学習センター内）
電　　話：33－2611

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
も
と

み
や
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
の
一
環
で
、
活
動
し
て
い
る

「
グ
ッ
ピ
ー
・
ス
イ
ミ
ー
コ
ー
ス
」

で
す
。

　

グ
ッ
ピ
ー
コ
ー
ス
は
、
水
慣
れ
・

バ
タ
足
・
ク
ロ
ー
ル
を
中
心
に
指

導
し
て
お
り
、
小
学
生
の
低
学
年

主
体
で
す
。
ス
イ
ミ
ー
コ
ー
ス
は
、

小
学
生
高
学
年
主
体
の
教
室
で

あ
り
、
礼
儀
な
ど
も
重
要
視
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
学

生
水
泳
大
会
で
上
位
入
賞
者
が

多
く
、
子
供
た
ち
に
も
大
き
な

自
信
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
泳
げ
る
よ
う
に
な
る
」
だ
け

で
は
な
く
、
折
角
あ
る
温
水
プ
ー

ル
で
す
の
で
体
力
ア
ッ
プ
も
多
く

取
り
入
れ
な
が
ら
進
め
ま
す
の

で
、
楽
し
く
学
ん
で
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

（
公
認
水
泳
指
導
員　
長
山
真
理
）

　

私
は
、
ス
イ
ミ
ー
の
レ
ッ
ス
ン

で
体
力
が
つ
き
泳
ぎ
方
も
良
く

な
り
タ
イ
ム
も
速
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

最
初
は
少
し
寒
か
っ
た
の
で
す

が
慣
れ
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。
い
つ

も
先
生
方
に
優
し
く
教
え
て
も

ら
っ
て
い
る
お
か
げ
だ
と
思
い
ま

す
。

　

各
泳
法
と
も
上
達
し
大
変
感

▲将来の畑予定地
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匠
TAKUMI

　

今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
の
は
、
石
材
の
加
工
、
彫
刻
を

行
う
石
彫
工
、
沼　

昇
一
さ
ん
で
す
。
沼
さ
ん
は
福
島
県

技
能
士
会
連
合
会
長
を
務
め
、
技
能
士
の
育
成
と
会
の
発

展
を
願
い
、
講
演
な
ど
で
全
国
を
飛
び
回
る
な
ど
多
忙
な

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
福
島
県
の
「
現
代
の
名
工
」
で

あ
り
、
業
界
随
一
の
技
能
を
誇
る
日
本
を
代
表
す
る
匠
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

秘 情報

《パーソナリティ紹介》
◆ラジオネーム ：Aki
◆本　　名：中山亜希子
◆出　　身：郡山市
◆趣　　味：料理・ウェイ
クボード・スノーボード

◆担当番組：Child Lovers
　　　　　　（毎週月曜日　午後１時 30分～）
◆リスナーに一言：　
　「楽しく Happy 子育てできるような話題をお届け
しています。聞いてください」

エフエ ム モ　ッ　ト コム

あの声は、私です…

沼 石 材 店
石 彫 工

沼　　昇　一
（本宮字万世）
TEL33－2821

　

沼
石
材
店
の
三
代
目
、
沼　

昇
一
さ
ん
は
中

学
を
卒
業
後
、
父
に
師
事
し
石
彫
工
と
な
っ

た
。
当
時
、
家
業
を
継
ぐ
こ
と
は
あ
た
り
ま
え

だ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。

　

長
年
に
わ
た
り
技
術
の
研
さ
ん
に
務
め
、
平

成
元
年
に
全
国
石
製
品
工
業
協
同
組
合
連
合
会

の
「
石せ

き

匠し
ょ
う

位い

」
に
認
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

平
成
２
年
に
県
知
事
表
彰
、
平
成
４
年
に
労
働

大
臣
表
彰
、
平
成
10
年
に
は
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
黄
綬
褒
章
を
受
章
し
た
。

　

沼
さ
ん
は
「
つ
ら
い
事
ば
か
り
だ
っ
た
」
と

笑
う
が
、「
い
い
仕
事
が
出
来
た
時
の
喜
び
は

な
に
も
の
に
も
代
え
ら
れ
な
い
」
と
職
人
と
し

て
の
喜
び
を
話
す
。

　

沼
さ
ん
は
、「
薬や

研げ
ん

彫
り
」
や
「
突
き
彫
り
」

を
は
じ
め
多
種
多
様
な
技
法
を
全
て
マ
ス

タ
ー
。
と
く
に
「
字
彫
り
」
や
「
墓
石
の
レ
ン

ゲ
仕
上
げ
」
で
は
業
界
随
一
の
技
術
を
誇
る
。

ま
た
、
伝
統
を
守
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら

様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
考
案
し
、
業
界
発
展
と
人

材
育
成
に
も
多
大
な
貢
献
を
し
た
。

　

現
在
は
福
島
県
技
能
士
連
合
会
長
を
務
め
、

様
々
な
職
種
の
技
能
士
１
６
０
０
名
の
会
員
を

た
ば
ね
て
、
本
業
よ
り
も
忙
し
く
全
国
を
飛
び

回
る
。
３
月
20
日
か
ら
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
る

「
全
国
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
福
島
県
の
団
長

と
し
て
参
加
す
る
の
が
楽
し
み
と
話
す
。

　

多
く
の
技
能
士
の
育
成
を
願
っ
て
や
ま
な
い

匠
の
姿
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

謝
し
て
い
ま
す
。
友
達
も
た
く
さ

ん
で
き
て
、
今
年
の
小
学
校
水
泳

大
会
も
楽
し
み
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
元
気
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
（
Ｍ
・
Ａ　

小
５
）

　

娘
の
身
体
の
成
長
と
と
も
に

体
力
も
つ
い
て
欲
し
い
と
思
い
入

会
し
て
丸
２
年
に
な
り
ま
す
。

　

年
間
通
し
て
の
レ
ッ
ス
ン
で
、

基
本
４
泳
法
も
マ
ス
タ
ー
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
本
宮
体
育
館
で
ヨ
ガ
に

よ
る
健
康
増
進
の
た
め
ス
ト
レ
ッ

チ
ヨ
ガ
・
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
ク
ラ
ブ
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
業
は
泳
ぐ
こ

と
、
お
友
達
が
で
き
る
こ
と
な
ど

素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
毎
回

楽
し
く
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ａ　

主
婦
）

（上）安全衛生のため、仕事場の整
理整頓は怠らない。

（右）完成品の前に立つ匠。現在は
息子さんに跡を継いでいる。
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　「カメラ散歩」では、皆さんの「ホットで楽しい」
話題を掲載しています。皆さんからの情報もお待ち
しています。

秘書広報課広報広聴係☎33－1111（内線220）

「文太‥」いえ「立松和平」です！
第11回農業振興大会開催される

　あだち地域農業振興協議会が主催した第11回農業振興大
会は、２月７日にしらさわカルチャーセンターで開催されま
した。市内外から約400名の皆さんが来場しました。大会で
は、根本祐吉仁井田農用地利用改善組合長と伊藤敏子 JA
みちのく安達女性部本宮総合支部長がそれぞれ活動内容な
どの事例発表を行いました。
　また、テレビなどでも活躍している作家で、ふるさと回帰
支援センター理事長の立松和平氏が「“農”とふるさと回帰
運動」と題した基調講演を行い、自らの活動から農業の大
切さ、ふるさとへの思いなどを話しました。立松さんは「菅
原文太です」と自己紹介、代役で来たことを説明し、会場を
沸かせていました。

▲事例発表する根本祐吉さん。

みなさんのおかげです！
大浪清次郎さん「交通栄誉章緑十字金章」を受章

　本宮地区交通安全協会長の大浪清次郎さん（高木字戸崎）
は、永年にわたる交通事故の防止と、交通秩序の確立に貢
献された功績が抜群であると認められ、警察庁と㈶全日本
交通安全協会から交通安全関係表彰では最高章となる「交
通栄誉章緑十字金章」を受章しました。
　１月21日に市長に受章報告に訪れた大浪さんは「受章で
きたのは会員はじめ市民の皆さんのおかげ。これからも交通
安全啓発活動に努力したい」と受章の喜びを話しました。

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所　秘書広報課へお申し込みください。

▲講演する立松和平氏。菅原文太氏とは親しい間柄だそうです。

▲事例発表する伊藤敏子さん。
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広報もとみや　平成21年3月

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

コンパクトシティ！
中心市街地活性化促進　　　
　　シンポジウム開催される

　中心市街地活性化促進シンポジウムは、２月７日に中
央公民館で開催されました。これは本宮市中心市街地
活性化協議会の主催で開催されたもので、青森市まち
づくりあきんど隊長の加藤　博氏を講師に「コンパクト
シティと中心市街地活性化」と題した基調講演が行わ
れたあと、パネラーに佐藤市長も加わりパネルディス
カッションが開催され、市街地の活性化に向けた意見交
換が行われました。会場には約60人の市民の皆さんが
訪れ、興味深く話を聞いていました。

　

１
２
０
０
年
以
上
の
歴
史

を
誇
る
高
松
山
観
音
寺
初
寅

大
祭
は
２
月
２
日
に
行
わ

れ
、
市
内
外
か
ら
福
を
求
め

る
大
勢
の
参
拝
客
で
賑
わ
い

ま
し
た
。こ
の
初
寅
大
祭
は
、

旧
暦
の
最
初
の
寅
の
日
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

初
寅
大
祭
は
、「
梵
天
清

め
式
」、「
採
灯
護
摩
・
護
摩

祈
祷
」
と
行
わ
れ
、
無
病
息

災
、
家
内
安
全
、
五
穀
豊
穣

が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
御
詠
歌
舞
踊
、
子

ど
も
み
こ
し
、
高
松
山
権
現

太
鼓
、
竜
神
・
高
松
山
祭
太

鼓
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
下
帯
姿
の
青
年
裸
御
輿

が
威
勢
良
く
繰
り
出
し
、
会

場
を
練
り
歩
き
な
が
ら
参
拝

者
の
中
に
梵
天
を
投
ず
る

と
、
参
拝
者
は
わ
れ
先
に
と

縁
起
物
の
梵
天
を
奪
い
あ
っ

て
い
ま
し
た
。

無
病
息
災
・
家
内
安
全
を
願
う
！

１
２
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
高
松
山
初
寅
大
祭

▲強風で火の粉が舞うなか、子どもみこしを
かつぐ子どもたち

勇壮な裸御輿の担ぎ手たち

▲
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●生涯学習センター（中央公民館内）
　　本宮字矢来39－１　☎33－2611
●白沢公民館
　　白岩字堤崎500　　☎44－2350

学び・文化・
スポーツの広場

　

寒
さ
に
負
け
ず

　
　

健
康
づ
く
り
！

　

～
生
涯
学
習
講
座

健
康
体
操
教
室
～

　

中
央
公
民
館
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
生
涯
学
習
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
と

み
や
の
健
康
運
動
指
導
士
と
健
康

運
動
実
践
指
導
者
を
講
師
に
迎

え
、
１
月
21
日
か
ら
３
回
コ
ー
ス

で
、「
健
康
体
操
教
室
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

基
本
の
動
作
を
確
認
し
な
が
ら

「
気
持
ち
い
い
」
と
感
じ
る
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
、
普
段
使
わ
な
い
筋

肉
を
刺
激
す
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
中
心
に
、
手
軽
に
簡
単
か
つ

効
果
的
な
運
動
の
仕
方
を
学
び
ま

し
た
。

　

受
講
者
の
皆
さ
ん
は
、
学
ん
だ

中
か
ら
自
分
に
あ
っ
た
運
動
方
法

を
選
び
、
日
ご
ろ
の
健
康
づ
く
り

の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
続
け
て
励

ん
で
行
き
た
い
と
決
意
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

そ
ば
打
ち
体
験

　

～
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
・

新
生
大
学
～

　

白
沢
公
民
館
主
催
の
ジ
ュ
ニ
ア

ス
ク
ー
ル
と
新
生
大
学
の
講
座
生

33
名
は
、
１
月
24
日
に
合
同
で

「
そ
ば
打
ち
体
験
」を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
平
勝
治
さ
ん
が
代

表
を
務
め
て
い
る
「
白
沢
そ
ば
倶

楽
部
」
の
４
名
の
方
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。

　

新
生
大
学
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
、
そ
ば
粉

を
こ
ね
る
こ
と
か
ら
始
め
、
麺
棒

で
の
ば
し
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で

麺
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

　

う
ど
ん
に
負
け
な
い
く
ら
い
太

い
麺
も
あ
り
ま
し
た
が
、
差
し
入

れ
て
も
ら
っ
た
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

や
た
く
あ
ん
漬
な
ど
と
一
緒
に
美

味
し
く
い
た
だ
き
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

あ
み
目
模
様
の
ト
レ
ー

　

～
生
涯
学
習
講
座

ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト
粘
土
～

　

白
沢
公
民
館
の
生
涯
学
習
講
座

「
あ
み
目
模
様
の
ト
レ
ー
」
の
第

１
回
学
習
会
が
１
月
29
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト

ジ
ャ
パ
ン
講
師
の
丹
野
あ
け
み
先

生
（
高
木
在
住
）
の
指
導
で
、
焼
き

上
げ
を
す
る
こ
と
な
く
色
付
け
で

作
品
を
製
作
す
る
ク
レ
イ
ク
ラ
フ

ト
の
作
品
作
り
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト

粘
土
を
ひ
も
状
に
伸
ば
し
、
そ
れ

を
あ
み
目
模
様
に
重
ね
合
わ
せ

て
、ト
レ
ー
の
形
に
整
え
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
仕
上
が
り
を
楽
し
み

に
、
真
剣
に
ト
レ
ー
作
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

コ
マ
回
し
に
夢
中
！

　

～
定
例
お
は
な
し
会
～

　

中
央
公
民
館
こ
ど
も
と
し
ょ
し

つ
で
、
２
月
８
日
に
定
例
の
お
は

な
し
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
の
お
は
な
し
会
の
テ
ー
マ

は
、「
お
お
さ
む
こ
さ
む
」
で
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
た
り
、

み
ん
な
で
歌
を
歌
っ
た
り
、
工
作

で
コ
マ
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
お
話
を
聞
い

て
、『
巨
大
な
ゆ
き
ぼ
う
ず
』
に

怖
く
な
っ
た
り
、
別
の
お
話
を
聞

い
て
、
少
し
だ
け
春
の
訪
れ
を
感

じ
た
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
工
作
で
は
子
ど
も
た
ち

が
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
よ
う
に
シ
ー

ル
を
貼
っ
て
自
分
だ
け
の
コ
マ
を

作
り
、
夢
中
で
そ
の
コ
マ
を
回
し

て
い
ま
し
た
。

　

寒
い
日
に
あ
た
た
か
い
お
話
を

聞
い
て
、
み
ん
な
の
こ
こ
ろ
も
ポ

カ
ポ
カ
温
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
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しらさわ夢図書館・
中央公民館図書室からのご案内

しらさわ夢図書館
　白岩字堤崎500（☎44－2112）

中央公民館図書室
　本宮字矢来39－１（☎33－2611）

・10代をよりよく生きる読書案内（こやま峰子）
・大人になる前に身につけてほしいこと（坂東眞理子）
・おちばのしたをのぞいてみたら…（皆越ようせい）
・こどもが変わる「じぶんルール」の育て方』１～３
　　　　　　　　　　　　　　　　（高取しずか）
・ぼくは赤ちゃんがほしいの（シャーロット・ゾロトウ）
・バラライカネズミのトラブロフ（ジョン　バーニンガム）
・くものがっこう（みらいなな）
・とっこべとら子（宮沢賢治）
・これがほんとの大きさ！（スティーブ　ジェンキンズ）
・世界のじゃんけん（田中ひろし）

※これらの図書は、どちらの窓口からも借りることができます。なお、移送などで少々時間を頂く場合があります。

［絵本・児童書・紙芝居］
・おつまみ横丁（瀬尾幸子）
・起きていることはすべて正しい（勝間和代）
・青春の終わった日（清水眞砂子）
・isp 細胞（八代嘉美）
・村上式シンプル英語勉強法（村上憲郎）
・松居直のすすめる50の絵本（松居　直）
・悼む人（天童荒太）
・「脳にいいこと」だけをやりなさい！
　　　　　　　　　　　　（マーシー　シャイモフ）
・大統領になりそこなった男たち（内藤陽介）
・伝承遊び考　１～４（加古里子）

［一般書・実用書］

新着本

●春休み特別おはなし会
と　　き：３月29日（日）14：00～15：15
と こ ろ：しらさわ夢図書館　視聴覚室
ないよう：毎月のおはなし会の特別版。手袋人形、絵本

の読み聞かせ、パネルシアター、エプロンシ
アターなど。スペシャルゲストも参加します。

対　　象：乳幼児～小学生とその保護者

※季節、テーマなどによりおはなし会の内容は、その都度若干変わる場合がありますので、あらかじめご了承ください。
　おはなし会の参加は自由で無料です。お誘い合わせの上、おいでください。

●ひなまつりおはなし会
と　　き：３月１日（日）10：30～11：30
と こ ろ：中央公民館図書室　こどもとしょしつ
ないよう：「ひなまつり」をテーマにした絵本の読み聞

かせ、紙しばい、エプロンシアター、パネ
ルシアター、工作など。

対　　象：幼児とその保護者

●３月の定例おはなし会
と　　き：３月８日（日）10：30～11：30
と こ ろ：中央公民館図書室　こどもとしょしつ
ないよう：「もうすぐ春」をテーマにした絵本の読み聞

かせ、紙しばい、エプロンシアター、パネ
ルシアター、工作など。

対　　象：幼児とその保護者

しらさわ夢図書館のおはなし会 中央公民館図書室のおはなし会
イ ベ ン ト

と　　き：３月22日（日）10：00～11：30
と こ ろ：しらさわ夢図書館　視聴覚室
ないよう：色を塗ったり、お話を考えたりして、世界

で一つだけの自分だけのしかけ絵本を作り
ます。（親子での参加もできます）完成した
作品は、４月の「子どもの読書週間」に図
書館内に展示します。

対　　象：市内の小学生とその保護者
参 加 費：200円（材料代）
参加方法：各小学校に配布する「手作りしかけ絵本教

室参加申込書」を図書館に提出してくださ
い（FAX でも可）。または、図書館・図書
室の窓口にある申込書に記入して申し込ん
でください。

手作りしかけ絵本教室
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高
齢
受
給
者
の
窓
口
負
担
が

さ
ら
に
１
年
間
据
え
置
か
れ
ま
す

　

70
～
74
歳
の
高
齢
受
給
者
の

皆
さ
ん
が
医
療
機
関
で
お
支
払

い
い
た
だ
く
窓
口
負
担
は
、
平

成
20
年
４
月
に
１
割
か
ら
２
割

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
が
、
高
齢

者
医
療
制
度
に
お
け
る
負
担
に

つ
い
て
の
見
直
し
が
さ
れ
、
平

成
21
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
、

１
割
に
据
え
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
１
割
に
据
え
置
く
暫
定

措
置
が
、
平
成
21
年
４
月
か
ら

引
き
続
き
１
年
間
継
続
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
現
在
１
割
負
担
の

方
に
は
、
４
月
か
ら
お
使
い
い

た
だ
く
新
し
い
国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証

4

4

4

4

4

4

を
、
３
月
下
旬

に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

※
現
在
３
割
負
担
の
方
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
高
齢
受

給
者
証
は
そ
の
ま
ま
お
使
い

く
だ
さ
い
。

水道工事はお任せ　本宮市水道工事指定店会
㈲
浜
野
和
水
道（
３
３
―
２
７
８
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
塩
田
49
番
地
２

　
㈲
本

宮

設

備（
３
３
―
２
５
９
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
１
４
４
番
地
１

　
㈲
タ
カ
ト
ク
設
備（
３
３
―
２
１
８
３
）

　

本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
１
０
９
番
地

　
オ

オ

ナ

ミ

㈱（
３
３
―
１
０
０
１
）

　

本
宮
市
高
木
字
戸
崎
63
番
地
３

　
㈲
佐

藤

商

会（
３
３
―
５
８
７
５
）

　

本
宮
市
仁
井
田
字
富
士
内
１
番
地
１

　
㈲
光
設
工
業
所（
３
３
―
１
８
９
５
）

　

本
宮
市
青
田
字
孫
市
２
番
地
25

　
㈲
キ
ン
グ
設
備
工
業（
３
３
―
１
２
４
８
）

　

本
宮
市
青
田
字
戸
ノ
内
１
２
２
番
地
11

　
㈱
タ

カ

マ

ツ（
３
３
―
５
２
４
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
一
ツ
屋
12
番
地
７

　
㈱
大
敬
工
業
所（
４
８
―
３
２
５
３
）

　

大
玉
村
玉
井
字
中
森
３
番
地

　
㈱
小

山

設

備（
３
３
―
３
０
３
１
）

　

本
宮
市
本
宮
字
仲
町
39
番
地

　
㈲
須
藤
住
機
工
業
（
３
４
―
５
５
２
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
小
幡
33
番
地
１

！法テラスをご存知ですか？
法的トラブルでお困りの方、お気軽にお問い合せ下さい。

平　日 ９：00～21：00
土曜日 ９：00～17：00時間0570－078374

お な や み な し

日本司法支援センター

北五老内町７－５ イズム37ビル ４階  TEL050－3383－5540
福島

国道４号　競馬場近く

国
保
だ
よ
り

K
O
K
U
H
O
D
A
Y
O
R
I

出産育児一時金の支給が
38万円になりました

　お子さんを出産された際に支給になる、出
産育児一時金の支給額が35万円から38万円に
変更になりました。
　対象となるのは、平成21年１月１日以降に
出産された方で、産科医療補償制度に加入し
ている医療機関で出産された方となります

（平成20年12月31日までの出産は35万円）。
　なお、産科医療補償制度とは、分娩に関連
して発生した重度脳性麻痺のお子さんに対す
る補償制度で、妊産婦の方が安心して出産で
きるよう、病院などが加入する制度となって
います。加入している病院は産科医療補償制
度のホームページで公表していますのでご確
認ください。

　産科医療補償制度ホームページ
　　　　　http://www.sanka-hp.jcqhc.or.jp/

㊫
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

更
新
等
手
続
き
に
つ
い
て

　
進
学
な
ど
に
よ
り
初
め
て

交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

　

就
学
の
た
め
他
の
市
区
町
村

に
居
住
す
る
方
は
、
交
付
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
必
要
書
類
等
〉

◦
在
学
証
明
書
ま
た
は
合
格
通

知
書
（
コ
ピ
ー
で
も
可
）

◦
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

◦
印
鑑

※
あ
ら
か
じ
め
住
所
の
変
更

（
転
出
届
）
が
必
要
で
す
。

進
級
に
よ
り

更
新
を
希
望
さ
れ
る
方

　

更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

〈
必
要
書
類
等
〉

◦
新
学
年
の
在
学
証
明
書

◦
す
で
に
交
付
さ
れ
て
い
る
㊫

被
保
険
者
証

◦
印
鑑

卒
業
に
よ
り
本
宮
市
に

　
　
　

再
転
入
さ
れ
る
方

　

終
了
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
卒
業
の
時
点
で
㊫
被
保

険
者
の
資
格
を
喪
失
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

〈
必
要
書
類
等
〉

◦
㊫
被
保
険
者
証

◦
印
鑑

◦
家
族
の
方
に
交
付
さ
れ
て
い

る
国
民
健
康
被
保
険
者
証

※
本
宮
市
に
再
転
入
し
な
い
方

で
、
就
職
に
よ
り
社
会
保
険

な
ど
に
加
入
し
な
い
場
合

は
、
居
住
市
区
町
村
に
お
い

て
、
新
た
に
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
手
続
き
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

国
保
年
金
係

（
☎
内
線
１
２
５
～
１
２
７
）

　

就
学
の
た
め
に
本
宮
市
か
ら
離
れ
て
居
住
し
て
い
る
学
生
の
方

に
対
し
、
家
族
と
は
別
に
交
付
し
て
い
る
㊫
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
が
３
月
31
日
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

進
学
や
進
級
、
卒
業
な
ど
の
事
由
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
役
所
市
民
課
国
保
年
金
係
、
ま

た
は
白
沢
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
ま
で
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所　秘書広報課へお申し込みください。
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国民健康保険税の仮徴収について
　健康保険法等の一部を改正する法律に基づき、平成
20年４月から国民健康保険税の年金からの天引きがは
じまっています。
　平成21年度についても、今年２月分の年金から天引
きされた方については、４月からの３回を仮徴収（１回
に天引きされる仮徴収額は２月と同額）、10月からの３
回を本徴収とし、引き続き天引きされます。
　なお、仮徴収の通知はいたしませんのでご了承ください。
◆問い合わせ先
　税務課　市民税係（☎内線164）

予防接種を忘れずに受けましょう

　下記の予防接種対象者の方へ、平成20年４月に個
別通知によりご案内をしています。まだ、接種がお
済みでない方は、忘れずに受けましょう。

麻しん風しん混合予防接種
◆対 象 者
①　来年度小学校に入学されるお子さん
②　中学１年生のお子さん
③　高校３年生に相当される方（平成２年４月２日

から平成３年４月１日生まれの方）
◆接種期間　平成21年３月末日まで

二種混合（破傷風・ジフテリア）予防接種
◆対 象 者　小学６年生のお子さん
◆接種期間　13歳未満まで
※中学校入学前にお受けになることをお勧めします。

※接種方法については、平成20年４月に送付してい
ます「通知」および「予診票」をご覧ください。

◆問い合わせ先
　保健福祉課　健康づくり係（☎内線133～136）
　白沢総合支所　白沢保健センター
　　　　　　　　　　　　　　☎44－4188

ごみの収集を休みます
　３月20日（金）春分の日

　上記日程は、ごみステーションへごみを出さない
ようご協力をお願いします。
　また、もとみやクリーンセンターへの個人搬入も
できませんので、ご注意ください。
　◦もとみやクリーンセンター　☎33－5499
　◦生活安全課　環境保全係　　☎33－1111
　◦白沢総合支所　市民福祉課　☎44－2111

生
ご
み
処
理
機
を
購
入
さ
れ
た
方
へ

～
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
～

　

本
宮
市
で
は
、「
生
ご
み
処
理

機
」
を
購
入
し
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
ご
み
の
減
量
化
お
よ
び
堆

肥
化
を
図
り
、
資
源
の
再
生
化
に

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
対
し

て
、
報
償
金
と
し
て
、
本
宮
商
品

券
ま
た
は
し
ら
さ
わ
商
品
券
で
、

購
入
額
の
２
分
の
１
（
２
万
円
を

限
度
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

◆
次
の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

◦
報
償
金
の
交
付
を
受
け
て
か
ら

５
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
。

◦
堆
肥
化
し
再
資
源
化
を
図
る
の

で
は
な
く
、
破
砕
し
て
下
水
等

に
流
す
だ
け
の
処
理
機
を
購
入

し
た
方
。

◆
申
請
手
続

　

本
宮
市
生
ご
み
減
量
化
推
進
報

償
金
交
付
申
請
書
に
、
領
収
書
と

購
入
し
た
処
理
器
の
カ
タ
ロ
グ
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

▽
生
活
安
全
課　

環
境
保
全
係

　
　
　
　
　
（
☎
内
線
１
１
４
）

▽
白
沢
総
合
支
所

　

市
民
福
祉
課　

生
活
環
境
係

　
　
　
　
　
（
☎
内
線
５
２
２
）

ふるさと納税（寄附金）の状況
～応援項目ごとの寄附状況（１月31日現在）～

◆ふるさと納税に関する問い合わせ先
　　　　　　秘書広報課　秘書係（☎内線218）

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

応 援 項 目 件　 数 寄附金額（累計）
子育て支援事業 － －
教育環境の充実 － －
社会福祉の充実 ２件 40,000円
産 業 の 振 興 １件 100,000円
市長におまかせ ８件 7,405,000円

合　　　　計 11件 7,545,000円
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ご注意ください
『定額給付金』や『子育て応援特別手当』の支給を
よそおった「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」
が予想されますので、ご注意ください。

〈 注 意 点 〉
●本宮市や福島県、総務省や郵便局、銀行などが、

ＡＴＭ（銀行やコンビニなどの現金自動預払機）
の操作をお願いすることは、絶対にありません。

●ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り
込んでもらうことは、絶対にできません。

●本宮市や福島県、総務省や郵便局、銀行などが、
「定額給付金」や「子育て応援特別手当」の給
付のために、手数料などの振込を求めることは
絶対にありません。

●本宮市や福島県、総務省や郵便局、銀行などが、
電話で世帯構成や銀行口座の番号などの個人情
報をお聞きすることは、絶対にありません。

被害にあわない
  ための「三カ条」
① 振り込まない！
② しゃべらない！
③ 相談する！

 ご自宅や職場などに不審な電話がか
かってきたり、不審な郵便が届いた
りしたら、迷わず下記へご相談くだ
さい。

本 宮 市 役 所　☎３３－１１１１
白沢総合支所　☎４４－２１１１
本 宮 警 察 署　☎３３－３１１０
警察電話相談　☎＃９１１０

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所　秘書広報課へお申し込みください。

本宮市本宮字

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

私
た
ち
の
家
庭
か
ら
出
る
生

活
排
水
が
、
水
を
汚
す
大
き
な

原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
は
、
生
活
排
水
を
き

れ
い
な
水
に
す
る
大
切
な
施
設

で
す
。
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て

い
る
方
は
、
毎
年
の
保
守
点
検
、

清
掃
、
法
定
検
査
を
必
ず
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

本
宮
市
で
は
、
次
の
と
お
り

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
要
し
た

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
支
援
制
度
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
上
下
水
道
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
宮
市
浄
化
槽
維
持
管
理
費

補
助
制
度

◆
対
象
者

　

保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検

査
を
行
っ
て
い
る
10
人
槽
以
下

の
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
者

（
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域

お
よ
び
青
田
農
業
集
落
排
水
事

業
区
域
内
の
方
を
除
く
）

◆
内　

容

　

維
持
管
理
に
要
し
た
費
用
の

一
部
（
年
額
７
、
０
０
０
円
）

を
補
助
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
課

　

☎
６
３―

１
１
３
２

！
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＊借金（サラ金・ローン返済）
　　　にお悩みの方ご相談ください＊

司法書士法人 あおば事務所
福島事務所：福島市南中央3丁目７－２鶴島ガーデン102号
電 話 番 号：０２４－５２８－８８０２
二本松事務所：二本松市成田１丁目816－1コーポ成田３－101号
電 話 番 号：０２４３－６２－２５１５

真心・親切、お客様の足となり日々安全運転！
一般貸切旅客自動車運送業
　　　　小型バスから大型バスまで

〒969－1101　福島県本宮市高木字猫田53－１
0243－34－4450TEL 0243－34－4481FAX

観光・研修会・冠婚葬祭等バスのご用命は

協和交通株式会社

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

　福島県市民交通災害共済は、交通事故被災者の方を救済
する目的で、県内すべての市で運営している共済制度です。
　国内の交通事故による災害の程度に応じて、見舞金が支
給されます。万が一の交通事故に備え、ご家族全員でご加
入することをおすすめします。

■
加
入
資
格

　

本
宮
市
に
住
民
登
録
・
外
国
人
登

録
を
さ
れ
て
い
る
方

■
共
済
期
間

　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22

年
３
月
31
日
（
年
度
途
中
加
入
者

は
、
加
入
日
の
翌
日
か
ら
平
成
22
年

３
月
31
日
）

■
会　
　

費

　

年
間
一
人
５
０
０
円

　
（
途
中
加
入
の
場
合
も
５
０
０
円
）

■
申
込
方
法

　

行
政
区
を
通
し
て
各
世
帯
に
配
布

し
た
申
込
書
に
会
費
を
添
え
て
、
行

政
区
長
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
く

か
、
本
宮
市
役
所
生
活
安
全
課
、
白

沢
総
合
支
所
、
白
岩
出
張
所
へ
直
接

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
共
済
見
舞
金
の
請
求
方
法

　

請
求
期
間
は
、
事
故
発
生
日
か
ら

２
年
以
内
で
す
。
共
済
期
間
中
に
交

通
事
故
に
あ
わ
れ
た
ら
、
次
の
書
類

を
添
え
て
、
生
活
安
全
課
ま
た
は
白

沢
総
合
支
所
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

▽
交
通
事
故
証
明
書

　
　

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
発

行
の
も
の
（
人
身
事
故
扱
い
）

　

▽
診
断
書

　
　

入
院
治
療
日
数
、
通
院
治
療
実

日
数
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
。

　

▽
会
員
証

　
　
（
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
加
入

確
認
が
で
き
れ
ば
請
求
で
き
ま

す
。）

　

▽
印
鑑

　

▽
預
金
通
帳
又
は
口
座
番
号
の
わ

か
る
も
の
。（
郵
便
局
以
外
）

■
請
求
人
と
受
取
人

　

▽
見
舞
金

　
　

被
災
者
本
人
で
す
。
た
だ
し
、

被
災
者
が
未
成
年
の
場
合
は
親

権
者
に
な
り
ま
す
。

　

▽
弔
慰
金

　
　

会
員
が
交
通
事
故
に
よ
り
死
亡

し
た
場
合
、
加
入
時
に
会
員
が

指
定
し
た
方
。

◆問い合わせ先
　生活安全課　生活安全係
　　（☎33－1111）
　白沢総合支所　市民福祉課
　　（☎44－2111）

＊共済見舞金の額＊
等
級 災害の程度 支給額

（円）
１ 死亡した場合 100万

２ 入院通院日数
270日以上 30万

３ 入院通院日数
180日以上 15万

４ 入院通院日数
90日以上 ７万

５ 入院通院日数
60日以上 ５万

６ 入院通院日数
30日以上 ４万

７ 入院通院日数
８日以上 ３万

８ 入院通院日数
７日以下 ２万

重度障害
見舞金

自動車損害賠償
法施行令第１か
第２の障害

30万

福島県市民交通災害共済
安心のお手伝い…

―平成21年度の加入者を募集中です―

日
本
語
を
教
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

も
と
み
や
日
本
語
教
室
で

は
、
日
本
人
や
外
国
人
の
別
な

く
平
等
に
、
同
等
な
立
場
で
相

互
理
解
を
深
め
、
語
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
在
留
外
国
人
に

日
本
語
を
指
導
し
な
が
ら
、
国

際
理
解
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
中
国
、
韓
国
、
ア

メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
等
か
ら
来
て
い
る

外
国
人
に
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
毎
週
、
火
曜
日
と
木
曜

日
に
中
央
公
民
館
で
日
本
語
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
暮
ら
す
外
国
人
に

と
っ
て
、
日
本
語
を
理
解
す
る

こ
と
は
安
定
し
た
生
活
を
営
む

上
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
身
近
に
い
る
外
国

人
の
人
た
ち
と
日
本
語
学
習
を

と
お
し
て
交
流
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
日
本
語
を
教
え
た
い
と
い

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

政
策
推
進
課　

行
政
改
革
係

　
　
　
（
☎
内
線
２
２
３
）
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２
月
も
今
日
で
折
り
返
し
。
３
月

が
も
う
す
ぐ
や
っ
て
来
る
。
３
月
と

い
え
ば
ま
ず
お
雛
さ
ま
が
思
い
浮
か

ぶ
。
▽
大
昔
、
け
が
れ
や
災
い
を
逃

れ
る
た
め
、
身
代
わ
り
に
人
形
（
ひ

と
が
た
）
を
川
に
流
し
た
の
が
お
雛

さ
ま
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
立
ち
姿
の
人
形
を
飾
る
よ

う
に
な
り
、
江
戸
時
代
か
ら
座
り
雛

に
な
っ
た
と
い
う
。
女
の
子
の
い
る

家
庭
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
飾
り
は
じ
め

て
い
る
頃
だ
ろ
う
か
。
▽
こ
れ
が
終

わ
る
と
、
い
よ
い
よ
卒
業
の
シ
ー
ズ

ン
で
あ
る
。
若
さ
あ
ふ
れ
る
卒
業
生

の
み
な
さ
ん
に
は
、
輝
か
し
い
未
来

が
待
っ
て
い
る
。
こ
の
不
景
気
を
け

が
れ
の
な
い
皆
さ
ん
の
明
る
さ
で
追

い
払
っ
て
も
ら
い
た
い
。	

○享

漏水当番のお知らせ 納期のお知らせ

ありがとう
心静かに手を合わす。

豊かな緑に囲まれた静寂な施設なか、

など、満足のいくサービスを提供いたします。

祭 壇　葬儀用品　お料理　花 輪　贈答品

杜の中の斎場
二本松店　二本松市上竹２－286－１
　　　　　TEL.0243－23－5520　FAX.0243－22－7377
東和斎場　二本松市針道字鍛冶屋敷 15
大山斎場　大玉村大山字玉貫 19

●年中無休　●24時間受付　●大駐車場完備
ほうりん大山斎場

0120－43－1194
ヨ サン イ イ ク ヨー

　 月　日  水道工事指定店  電話番号
３月１日（日） ㈲本宮設備 33－2592
３月７日（土） オオナミ㈱ 33－1001・33－2412
３月８日（日） ㈲光設工業所 48－2413・33－1895
３月14日（土） ㈱小山設備 33－3031
３月15日（日） ㈲須藤住機工業 48－2357
３月20日（金） ㈲浜野和水道 33－2788
３月21日（土） ㈲本宮設備 33－2592
３月22日（日） オオナミ㈱ 33－1001・33－2412
３月28日（土） ㈲光設工業所 48－2413・33－1895
３月29日（日） ㈱小山設備 33－3031
４月４日（土） ㈲須藤住機工業 48－2357
４月５日（日） ㈲浜野和水道 33－2788
４月11日（土） ㈲本宮設備 33－2592
４月12日（日） オオナミ㈱ 33－1001・33－2412

※宅内の漏水で、早急に修理の必要がある場合のみの
対応となります。通常の修理には対応できませんの
で、ご了承ください。

住宅使用料　　　　　　　　　　　　３月分
住宅駐車場使用料　　　　　　　　　３月分
保育所・幼稚園保育料　　　　　　　３月分
放課後児童保育料　　　　　　　　　３月分

納期限　３月31日（火）
※口座振替をご利用の方は、上記納期限の前日まで

に、残高の確認をお願いします。

毎週月曜日（祝日は除く）は、窓口業務を午
後７時まで延長していますので、税金など
の納入および納付相談にご利用ください。

水道メーター検針のお知らせ
　２月～３月分の水道メーター検針を、３月20日（金）
から25日（水）に実施しますので、メーターボックスの
上には物など置かないよう、ご協力をお願いします。

市営住宅の募集状況

※ただいま募集は
　しておりません。

◆問い合わせ先　　　
　　建設課　建築係　
　　　　 （☎内線146）

市のすがた（平成21年２月１日現在）１月の交通事故発生状況

件　数 死　者 傷　者

本　年 16 0 20

前　年 17 0 23

増　減 －1 0 －3

本宮警察署より （　）は、対前月比

男　性 15,511人（－18）

女　性 16,181人（－９）

総人口 31,692人（－27）

世帯数 9,537世帯（－８）

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される方は、市役所　秘書広報課へお申し込みください。

◎
白
岩
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
に

▽
渡
辺
英
さ
ん
、
渡
辺
花
子
さ
ん

　
（
お
二
人
と
も
白
岩
字
関
根
）

お
手
玉
１
２
０
個

善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
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問い合わせ先　●生活福祉部　保健福祉課　健康づくり係　☎33－1111　●白沢総合支所　白沢保健センター　保健係　☎44－4188

３月の健診日程

※健診対象者には、個人通知をお送りします。（すでに受診している方は対象外となります。）
※健康診査には「母子健康手帳・バスタオル」をお持ちください。健康相談には「母子健康手帳」をお持ちください。

保健衛生だより保健衛生だより

日曜・祝日当番医　診療時間　９：00～17：00（昼休み12：00～14：00）　※は、９：00～12：00

病院群輪番制日程表

病院群輪番制は、休日または夜間における入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保することを目的に、安達管内の病院（上記の４病院）が輪番制で診療にあたるものです。
診療科については、病院にお問い合わせください。

◎＝夜間（18：00～翌日８：00）、●＝休日＋夜間（８：00～翌日８：00）

地域の安全・安心を守るため本宮警察署の機能維持を強く要望しています
～本宮警察署復活期成同盟会～

種　　　類 対　　　象 月　　日 受付時間 場　　所

４か月児健康診査 平成20年11月１日～11月30日生まれ ３月19日（木） 13：00～13：30

白沢保健センター
10か月児健康診査 平成20年５月１日～５月31日生まれ ３月５日（木） 13：00～13：30

１歳６か月児健康診査 平成19年８月５日～９月４日生まれ ３月12日（木） 13：00～13：30

３歳児健康診査 平成17年11月19日～12月14日生まれ ３月18日（水） 13：00～13：30

親と子の健康相談 妊婦・乳幼児～高校生の保護者 ３月２日（月） ９：30～11：00 本宮体育館

月 ３月 ４月
日 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

曜　　日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
二本松病院 ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
谷 病 院 ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ● ◎
枡 病 院 ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎
枡記念病院 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

３月１日（日）
（医）佐藤内科胃腸科医院【小児】	 （二本松市油井）	 22－0174
東雲堂医院	 （二本松市岳温泉）	 24－2830
国保白岩診療所	 （本宮市白岩）	 44－2008
３月８日（日）
（医）かさい小児科クリニック【小児】	 （二本松市油井）	 22－8800
（医）菊慈会きくち整形外科	 （二本松市油井）	 23－2627
小野崎医院　※	 （二本松市針道）	 46－2001
よしだ内科	 （本宮市本宮字一ツ星）	 63－2333
３月15日（日）
佐久間内科小児科医院【小児】	 （二本松市本町）	 22－0570
（医）しかの眼科	 （二本松市油井）	 62－2520
いしわたクリニック	 （本宮市荒井）	 63－2826
３月20日（金）
みうら内科クリニック【小児】	 （二本松市羽石）	 22－5512
（医）三浦内科医院	 （二本松市亀谷）	 23－3883
吉田医院	 （本宮市本宮字馬場）	 34－2463
３月22日（日）
（医）博愛会　東和クリニック【小児】	 （二本松市針道）	 66－2122
青木整形外科医院	 （二本松市榎戸）	 22－3103
（医）渡辺クリニック	 （本宮市高木）	 34－3311

３月29日（日）
岩代国保診療所	 （二本松市百目木）	 56－2461
桑島耳鼻咽喉科医院	 （二本松市若宮）	 23－3387
（医）坂本クリニック【小児】	 （本宮市本宮字千代田）	 34－1188
４月５日（日）
（医）土川産婦人科医院【小児】	 （二本松市松岡）	 22－0035
本田レディースクリニック	 （二本松市本町）	 22－0301
（医）慈久会　谷病院	 （本宮市本宮字南町裡）	 33－2721
４月12日（日）
土川内科小児科【小児】	 （二本松市槻木）	 22－6688
（医）辰星会　枡病院	 （二本松市本町）	 22－2828
兼谷胃腸科外科医院	 （本宮市本宮字舘町）	 33－4141
４月19日（日）
（医）原医院	 （二本松市若宮）	 23－2111
（医）広仁会　金子医院【小児】※	 （二本松市小浜）	 55－2343
（医）上遠野内科医院【小児】	 （本宮市本宮字荒町）	 33－5866
社会保険二本松病院	 （二本松市成田町）	 23－1231

　休日の診療に際しては、終了時間間際でなく、余裕を持って
受診されますよう、お願いいたします。
　なお、緊急を要する場合はこの限りではありません。

【小児】は、小児科標榜医療機関
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も
と
み
や

歳
時
記

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を
解
消
！

各
地
区
で
ス
ポ
ー
ツ
行
事
行
わ
れ
る　

　

２
月
１
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
、
市
内
各
地
区
で
ス
ポ
ー
ツ
行
事

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
運
動
不
足
が
ち
に
な
る
こ
の
時
期
。
各
地
区
と

も
大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
冬
場
の
健
康
づ
く
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

２
月
１
日
は
、
高
木
地
区
、
青
田
地
区
で
卓
球
大
会
、
仁
井
田
地

区
は
卓
球
と
綱
引
き
大
会
、
荒
井
地
区
は
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
を
開

催
。
２
月
８
日
に
は
岩
根
地
区
で
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
２
月
15
日
に
は
白
沢
地
区
で
男
子
、
女
子
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
決
勝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
大
会
の
熱
戦
の
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲白沢地区の第32回男子バレーボール決勝大会

▲白沢地区の第40回女子バレーボール決勝大会▲平成20年度岩根地区インディアカ大会

▲第33回青田地区一般卓球大会

▲平成20年度仁井田地区一般卓球・綱引き大会

▲平成20年度荒井地区インディアカ大会


